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第
２
回
定
例
会

令
和
２
年

　

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
25
日
か
ら
６
月

18
日
ま
で
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
を
は
じ
め
、
36
議
案
が
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
、
議
員
は
、
意
見
書
案
１
件
、
決
議
案
１
件

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
は
、
自
治
功
労
表
彰
１
件
、
人
事
17
件

に
同
意
、
専
決
処
分
（
条
例
）
７
件
を
承
認
し
、
そ
の

他
の
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
活
発
な

質
疑
・
意
見
の
も
と
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
２
日
目
は
、
市
長
か
ら
追
加
議
案
１
件
が
提

出
さ
れ
、
６
名
の
議
員
が
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
長
が
付
託
さ
れ

た
議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
を
書
面
で
報
告
、
議
員
は

議
案
に
対
す
る
賛
成
・
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
専
決
処
分
（
補
正
）
５
件
を
承
認
し
、
そ

の
他
の
議
案
６
件
、
意
見
書
案
１
件
、
決
議
案
１
件
を

原
案
可
決
と
し
ま
し
た
。

※
議
決
結
果
一
覧
は
、
Ｐ
10
～
11
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

監
査
委
員
と
し
て
４
期
16
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
本

市
の
財
政
や
事
業
に
関
し
て
、
適
切
な
監
査
を
行
い
、

市
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

自
治
功
労
表
彰

人
事
議
案
に
同
意

谷た
に　

明あ
き
の
り憲　

氏�

（
長
岡
京
市
天
神
）

生い
く
し
ま嶋　

弘ひ
ろ
む　

氏�

（
鶏
冠
井
町
御
屋
敷
）

植う
え
だ田　

勝ま
さ
る　

氏�

（
上
植
野
町
南
小
路
）

岡お
か
だ田　

武た
け
し　

氏�

（
寺
戸
町
新
田
）

早は
や
か
わ川　

清き
よ
か
ず和　

氏�

（
物
集
女
町
北
ノ
口
）

清し
み
ず水　

ま
さ
江え　

氏�

（
森
本
町
四
ノ
坪
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

佳か

よ

こ
代
子　

氏
（
寺
戸
町
山
縄
手
）

廣ひ
ろ
た田　

文ふ
み

昭あ
き　

氏�

（
物
集
女
町
北
ノ
口
）

安や
す
い井　

明あ
き
よ
し義　

氏�

（
上
植
野
町
北
小
路
）

木き
む
ら村　

作さ
く
ひ
こ彦　

氏�

（
鶏
冠
井
町
東
井
戸
）

香こ
う
も
と本　

和か
ず
や也　

氏�

（
寺
戸
町
中
ノ
段
）

齋さ
い
と
う藤　

亘わ
た
る　

氏�

（
物
集
女
町
森
ノ
上
）

清し
み
ず水　

庄し
ょ
う
ご吾　

氏�

（
森
本
町
春
日
井
）

清し
み
ず水　

達た
つ
お夫　

氏�

（
森
本
町
四
ノ
坪
）

藤ふ
じ
た田　

淳じ
ゅ
ん
い
ち一　

氏�

（
上
植
野
町
薮
ノ
下
）

安や
す
だ田　

久ひ
さ
か
ず一　

氏�

（
物
集
女
町
中
海
道
）

山や
ま
も
と本　

五い
つ
し司　

氏�

（
寺
戸
町
里
垣
内
）

吉よ
し
だ田　

知さ
と
し史　

氏�

（
鶏
冠
井
町
堀
ノ
内
）

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

【
農
業
委
員
会
委
員
】

【
物
集
女
財
産
区
管
理
委
員
】

令
和
２
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
36
議
案
を
可
決
・
承
認

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
取

り
組
み
に
関
す
る
決
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
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専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
︵
令
和
２
年
度
向
日
市
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶︶

59
億
９
４
２
９
万
４
千
円
の
増
額

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
対
策
と
し

て
、
市
が
独
自
で
行
う
施
策
、
国
が
行
う
施
策
・
国
の
補

助
制
度
を
活
用
す
る
施
策
に
取
り
掛
か
る
た
め
、
補
正
予

算
を
編
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
か
ら
事
業
の
詳
細
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
公
表
さ
れ
た
後
、
直
ち
に
予
算
措
置
を

す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
去
る
４
月
30
日
に
専
決

処
分
を
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
、
59
億
９
４

２
９
万
４
千
円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総

額
は
、
２
８
１
億
４
２
９
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　
◎
特
別
定
額
給
付
金
事
業
に
係
る
事
業
費

�

　

…
58
億
６
６
０
万
７
千
円

◎
社
会
福
祉
援
護
費　

�

…
２
８
８
万
円

◎
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費　

�

…
８
４
１
万
１
千
円

◎
民
間
保
育
所
運
営
補
助
事
業
費

　

�

…
１
４
５
２
万
５
千
円

◎
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
に
係
る

　

事
業
費�

…
８
４
５
０
万
円

◎
感
染
症
対
策
費�

…
１
４
１
２
万
１
千
円

◎
商
工
振
興
対
策
費�

…
６
０
９
０
万
円

◎
教
育
助
成
費
（
小
学
校
費
）�

…
１
３
２
万
５
千
円

◎
教
育
助
成
費
（
中
学
校
費
）�

…
１
０
２
万
５
千
円

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
︵
向
日
市
感
染
症
対
策
推
進

基
金
条
例
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
へ
の
対
策

と
し
て
、
早
急
に
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
専
決

処
分
を
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
感
染
症
の
予
防
対
策
及
び
感
染
症
の
ま

ん
延
の
防
止
対
策
並
び
に
地
域
経
済
の
回
復
、
活
性
化
等

の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
と
し
て
積
み
立

て
る
た
め
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
２
年
５
月
１
日
に
施
行
し

ま
し
た
。

令
和
２
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正

予
算
︵
第
３
号
︶

２
億
３
９
８
５
万
４
千
円
の
増
額

　

令
和
２
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
、
２
億
３
９

８
５
万
４
千
円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総

額
は
、
２
８
５
億
６
６
４
３
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

◎
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費

�

　

…
２
７
９
７
万
２
千
円

　

�（
特
別
定
額
給
付
金
の
基
準
日
で
あ
る
４
月
27
日
に
妊

娠
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
翌
４
月
28
日
以
降
に
生
ま
れ

た
新
生
児
に
１
人
10
万
円
の
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

を
支
給
す
る
経
費
）

◎
民
間
福
祉
施
設
運
営
助
成
費�

　

…
７
２
０
万
円

　

�（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
へ
の
感
染
症
対
策

補
助
金
）

◎
老
人
福
祉
事
業
費�

　

…
２
６
１
７
万
２
千
円

　

�（
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
消
毒
液
や
マ
ス
ク
を
配
布
す

る
事
業
費
及
び
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
へ
の
感

染
症
対
策
補
助
金
）

◎
感
染
症
対
策
費�

　

…
５
６
０
万
６
千
円

　
（
空
間
除
菌
脱
臭
機
の
購
入
費
）

◎
商
工
振
興
対
策
費�

　

１
億
２
５
８
３
万
９
千
円

　

�（
国
の
持
続
化
給
付
金
や
京
都
府
休
業
要
請
対
象
事
業

者
支
援
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
個
人
事
業
主
等
へ

の
支
援
金
支
給
事
業
費
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
構
築
及
び
運
営
経
費
）

◎
災
害
対
策
事
業
費�

　

…
２
５
０
万
円

　
（
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
費
）

◎
健
康
管
理
費
（
小
学
校
費
）�

　

…
１
０
５
６
万
円

　
（
マ
ス
ク
購
入
費
）

◎
教
育
助
成
費
（
小
学
校
費
）�

　

…
１
３
２
０
万
円

　
（
給
食
費
相
当
額
を
支
援
す
る
経
費
）

◎
健
康
管
理
費
（
中
学
校
費
）�

　

…
５
２
８
万
円

　
（
マ
ス
ク
購
入
費
）

◎
教
育
助
成
費
（
中
学
校
費
）�

　

…
７
４
２
万
５
千
円

　
（
給
食
費
相
当
額
を
支
援
す
る
経
費
）
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向
日
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
６
月
に
発
生
し
た
死
体
遺
棄
事
件
に
関
し
て
、

組
織
対
応
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
長

自
ら
自
戒
す
る
処
分
と
し
て
給
料
の
減
額
を
行
う
と
と
も

に
、
副
市
長
に
つ
い
て
は
、
道
義
的
責
任
か
ら
減
給
を
行

う
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

市
長
…
給
料
の
額
を
10
分
の
１
、
２
か
月
減
額

　

副
市
長
…
給
料
の
額
を
10
分
の
１
、
１
か
月
減
額

　

第
96
回
全
国
市
議
会
議
長
会
の
定
期

総
会
（
書
面
開
催
）
に
お
い
て
、
議
員

在
職
40
年
以
上
と
し
て
、
丹
野
議
員
、

太
田
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

議員表彰
全国市議会議長会

太田秀明議員 丹野直次議員

　令和２年第２回定例会では、次のような対策を
講じて開催をしました。

○�　密閉空間にならないよう、議場や委員会室は、
窓や扉を開けるなど、積極的に換気を行いまし
た。

○�　密集・密接しないよう、議場や委員会室の座
席は、距離を保つ工夫をしました。

　�　また、出席者人数をできるだけ減らすため、
議員は、採決以外の議事において、出席者の調
整を行いました。

　�　なお、議場にいない議員については、別室の
モニターやインターネット配信で会議の様子を
視聴しました。

○�　会議の所要時間をできるだけ短縮するため、
質疑・討論は簡潔に、委員長報告は書面にて行
いました。

　�　一般質問は、議会運営委員会に会派から選出
される人数と会派に属さない議員ができること
とし、質問時間は、会派に属する議員が１人１
時間以内、会派に属さない議員は１人30分以内
としました。

○�　傍聴者に体調を確認し、不良と思われる場合
はご遠慮いただくようお願いしました。

　�　また、アルコール消毒液の利用や手洗い、マ
スクの着用、咳エチケットをお願いし、席の間
隔を空けて傍聴いただきました。

　市民の皆様がより傍聴しやすい環境づくりを推進するため、YouT
ubeのサイトを利用して、インターネット上で本会議や常任委員会の
様子を配信しています。パソコンやスマートフォンでも、本会議や常
任委員会の様子をライブ中継や録画映像でご覧いただけます。 
 ◎方法／市ホームページ「総合トップ」→「くらしのページ（ホー
ム）」→「市政」→「市議会」→「議会映像配信」からご覧ください。
　※ 視聴にあたっては、ホームページ記載の免責事項をご確認いた
だき、ご了承いただきますようお願いいたします。

令和２年第２回定例会の
新型コロナウイルス感染拡大防止対策

インターネットで定例会の様子が
ご覧いただけます



（5）

向 日 市 議 会 だ よ り 第 240 号令和２年（2020年）８月１日

主な質問と答弁
一 般 質 問

あなたも議会の傍聴をしませんか？
　本会議当日、受付で住所、氏名などを記入の上、傍聴券の交付
を受けて入場することができます。
　なお、傍聴に来られた方に、新型コロナウイルス感染拡大防止
対策として、アルコール消毒液の利用や手洗い、マスクの着用、
咳エチケット、間隔を空けて着席のご協力をお願いし、体調が不
良の場合は、傍聴をご遠慮いただいています。
　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。また、本会議
は市役所本館１階ロビー、２階休憩室、東向日別館３階のテレビ
モニターで生中継しています。
　一般質問の事項は公共施設等で事前に公表されます。

　第２回定例会での一般質問は、６月
５日に行われました。
　質問・答弁とも１人２問までに絞り、
内容を要約しましたが、詳しくは８月
末頃、会議録に掲載されます。
　会議録は市役所、図書館のほか、イン
ターネットでも閲覧できます。

※質問の文責は議員にあります。

向日市議会ホームページへのアクセスは検索画面で

クリックを入力して 検索向日市議会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症

  

緊
急
事
態
宣
言
で
の
小

中
学
校
の
休
校
、
解
除
後

の
登
校
、
第
２
波
を
視
野

に
入
れ
た
学
校
教
育
の
在

り
方
、
教
育
を
は
じ
め
働

き
方
や
社
会
全
体
の
在
り

方
が
問
わ
れ
る
。
長
期
化

に
耐
え
う
る
教
育
条
件
と

体
制
は
今
ま
で
ど
お
り
で

は
い
か
ず
、
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
40
人
学
級
を
な

く
し
、
少
人
数
学
級
に
し
、

教
室
の
増
築
と
教
師
の
増

員
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　

文
部
科
学
省
の

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
人
と
の
身
体
的
距
離

は
最
低
で
も
１
ｍ
を
確
保

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
各

学
校
は
、
約
１
ｍ
確
保
で

き
る
机
の
配
置
を
し
て
お

り
、
教
室
の
増
築
や
少
人

数
学
級
は
考
え
て
い
な
い
。

機
能
不
全
の
生
活
保

護
行
政
の
市
長
責
任

  

検
証
委
員
会
報
告
か
ら

２
か
月
経
過
。
不
当
な
要

求
へ
の
対
処
方
法
に
つ
い

て
の
条
例
制
定
を
早
期
に

す
べ
き
で
あ
り
、
不
当
要

求
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
議

会
や
市
民
に
公
表
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

副
市
長　

不
当
要
求
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
顧
問
弁

護
士
と
最
終
調
整
を
行
っ

て
お
り
、
公
表
に
つ
い
て
、

市
議
会
に
お
示
し
す
る
準

備
を
進
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
速
や
か
に
掲
載

す
る
予
定
で
あ
る
。
条
例

は
、
他
市
の
状
況
を
調
査

し
て
お
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
公
表
後
、
議
会
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
制

定
に
向
け
検
討
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と

経
済
支
援
に
つ
い
て

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
不
足
・
医

療
崩
壊
危
機
等
の
さ
な
か
、

市
民
へ
の
情
報
提
供
が
数

々
の
不
安
を
払
拭
で
き
る

も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
を
聞
く
。

副
市
長　

不
安
を
払
拭
す

る
に
は
、
正
確
な
情
報
を

伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
正
し
い
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
、
人
権
に
も
配

慮
し
広
報
を
行
っ
た
。
広

報
む
こ
う
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
特
集
を
組
み
、
自
分

自
身
の
身
を
守
る
た
め
に

必
要
な
情
報
を
周
知
し
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
つい
て

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で

前
倒
し
実
施
と
な
る
本
構

想
の
Ｗ
ｅ
ｂ
学
習
を
含
め

進
捗
状
況
と
見
通
し
を
聞

く
。

教
育
長　

通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
は
、
各
学
校
の

状
況
に
応
じ
た
機
器
設
置

箇
所
等
を
検
討
の
う
え
、

年
度
内
の
完
了
を
目
指
す
。

端
末
は
、
国
庫
補
助
金
を

活
用
し
、
Ｏ
Ｓ
等
の
検
討

を
し
て
お
り
、
整
備
計
画

が
整
え
ば
、
児
童
生
徒
１

人
１
台
の
端
末
整
備
の
実

現
に
必
要
な
予
算
を
議
会

に
お
願
い
し
た
い
。

ＭＵＫＯクラブ
太田秀明議員

日本共産党議員団
山田千枝子議員
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持
続
化
給
付
金
の
制

度
補
強
に
つ
い
て

　

国
の
持
続
化
給
付
金
は
、

昨
年
度
か
ら
営
業
実
績
が

あ
る
こ
と
な
ど
、
適
用
要

件
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
新
規
開
業
し
た
事
業

者
な
ど
は
非
常
に
困
難
に

な
る
。
制
度
の
隙
間
に

陥
っ
た
市
内
事
業
者
の
救

済
に
市
で
独
自
の
制
度
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

国
の
持
続
化
給
付

金
は
、
令
和
２
年
１
月
以

降
に
創
業
し
た
事
業
者
は
、

対
象
外
と
し
て
い
た
が
、

政
府
は
本
年
１
月
か
ら
３

月
ま
で
に
創
業
し
た
事
業

者
を
対
象
と
す
る
方
針
を

固
め
、
国
の
補
正
予
算
案

成
立
後
、
早
け
れ
ば
６
月

中
旬
か
ら
申
請
の
受
付
を

開
始
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

上
下
水
道
料
金
の
減

免
に
つい
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
収
入
減
は

４
月
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

上
下
水
道
料
金
４
、
５
月

納
期
分
の
支
払
い
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
何
ら
か

の
対
策
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
猶
予
は
い
ず
れ
支

払
う
必
要
が
あ
り
一
時
凌

ぎ
で
あ
る
。
緊
急
事
態
宣

言
中
の
基
本
料
金
減
免
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

上
下
水
道
部
長　

上
下
水

道
料
金
の
減
免
を
し
た
場

合
、
施
設
の
耐
震
化
な
ど

の
必
要
な
事
業
が
滞
り
、

安
定
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
な
い
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
た
め
、
減
免
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第

２
波
が
発
生
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
そ
の
都
度
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
時
の

災
害
対
応
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も

に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を

　

国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
は
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

声
明
を
発
表
し
て
子
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
守
る
よ

う
指
摘
し
、
ま
た
国
連
事

務
総
長
は
子
ど
も
へ
の
暴

力
を
早
期
察
知
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
失
わ
れ
た
と
懸

念
を
表
明
し
た
。
コ
ロ
ナ

ス
ト
レ
ス
が
長
引
く
と
貧

困
も
と
も
な
う
の
で
子
ど

も
虐
待
防
止
こ
そ
待
っ
た

な
し
だ
。
暑
く
な
る
の
で
、

ド
リ
ン
ク
や
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
デ
ー
等
購
入
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
家
庭
に
配
布
を
！

市
長　

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の

配
布
は
、
支
援
対
象
児
童

等
へ
の
支
援
と
各
家
庭
の

状
況
把
握
を
さ
り
げ
な
く
、

同
時
に
行
え
る
た
め
、
大

変
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
の

支
援
策
の
一
つ
と
し
て
参

考
と
し
た
い
。

大
牧
公
園
に
ス
ロ
ー

プ
設
置
を

　

大
牧
公
園
は
階
段
の
み

で
、
バ
ギ
ー
や
車
イ
ス
が

入
れ
ず
、
困
っ
て
お
ら
れ

る
の
で
、
ぜ
ひ
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
し
て
ほ
し
い
が
。

建
設
部
長
　
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
は
、
国
土
交
通
省
が

定
め
る
「
都
市
公
園
の
移

動
円
滑
化
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
、
縦
断
勾
配
を
８

％
以
下
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
、
基
準
を
満
た
す
た
め

に
は
、
全
長
約
20
メ
ー
ト

ル
の
ス
ロ
ー
プ
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は

道
路
と
公
園
の
高
低
差
を

少
し
で
も
少
な
く
で
き
な

い
か
現
地
調
査
を
行
い
、

様
々
な
手
法
を
検
討
し
た

い
。

公明党議員団
長尾美矢子議員

避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対

策
に
つい
て

　

梅
雨
も
近
づ
き
最
近
は

地
震
も
頻
繁
に
起
き
て
い

る
。
も
し
今
、
災
害
避
難

所
を
開
設
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
ら
、
感
染

防
止
対
策
の
強
化
が
必
要

で
あ
る
。
本
市
避
難
所
の

感
染
防
止
対
策
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

環
境
経
済
部
長　

備
蓄
し

て
い
る
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
液
、
各
中
学
校

に
配
備
し
た
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
、
そ
し
て
簡
易
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、

感
染
防
止
対
策
を
図
り
た

い
。
避
難
さ
れ
た
方
が
十

分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
対
策
と
し
て
、
間
仕
切

り
テ
ン
ト
や
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
備
蓄
量
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
一
般
会
計
補

正
予
算
を
上
程
し
た
。

新
生
児
の
特
別
定
額

給
付
金
に
つい
て

　

国
の
特
別
定
額
給
付
金

の
基
準
日
は
、
４
月
27
日

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
降
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
は
支
給
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
。
愛
知
県
田
原
市

で
は
４
月
28
日
か
ら
来
年

３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
に
市
内
で
使
え
る

10
万
円
の
商
品
券
を
交
付

し
て
い
る
。
本
市
の
給
付

金
対
象
拡
大
に
つ
い
て
お

尋
ね
す
る
。

市
長　

令
和
２
年
４
月
27

日
時
点
で
妊
婦
で
あ
っ
た

母
か
ら
、
令
和
２
年
12
月

31
日
ま
で
に
誕
生
し
た
お

子
さ
ま
を
対
象
に
、
10
万

円
を
給
付
す
る
「
向
日
市

新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

支
給
事
業
」
を
補
正
予
算

で
提
案
し
た
。

○
そ
の
他
の
質
問

東
向
日
別
館
の
換
気

国
配
布
の
マ
ス
ク
の
活
用

感
染
ご
み
の
処
理
な
ど

飛鳥井佳子議員

日本共産党議員団
米重健男議員
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生
活
保
護
行
政
― 

改
革
に
ど
う
取
り
組
む

　

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
事
件
の
検
証
委
員
会

報
告
書
は
、
Ａ
さ
ん
を
孤

立
さ
せ
追
い
詰
め
た
の
は
、

向
日
市
行
政
の
組
織
的
な

対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
る
と
、
向
日
市

行
政
の
組
織
的
責
任
を
厳

し
く
指
摘
し
て
い
る
。
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。
市
長
の
考
え
は
？

市
長　

不
当
要
求
へ
の
脆

弱
さ
、
福
祉
事
務
所
の
体

制
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
、
多
く
の
反
省
す
べ

き
点
が
、
職
員
を
追
い
込

ん
だ
と
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。
再
発
防
止
対
策
と

し
て
、
対
人
援
助
職
の
質

の
向
上
に
向
け
た
福
祉
職

の
計
画
的
な
採
用
と
配
置
、

養
成
研
修
、
警
察
等
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
等
に

も
取
り
組
み
た
い
。

臨
時
休
校
中
の
学
校 

の
役
割
の
再
検
討
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
る
３
か

月
に
お
よ
ぶ
長
期
臨
時
休

校
で
、
家
庭
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
子
ど
も
と
保
護
者

に
対
し
、
学
校
に
は
も
っ

と
積
極
的
な
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
学
校
・
教
育
委
員
会

も
初
め
て
の
経
験
で
大
変

だ
っ
た
と
思
う
が
、
ぜ
ひ

検
証
し
て
頂
け
な
い
か
。

教
育
長　

保
護
者
の
皆
様

に
ご
負
担
や
ご
心
配
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
認
識
し
て
お
り
、
長
期

間
休
業
が
続
く
中
で
登
校

日
の
設
け
方
に
も
検
討
の

余
地
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
も
、
可
能
な
限
り
今

後
の
対
応
に
生
か
し
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
拡
大

妊
婦
へ
の
特
別
給
付
及
び

出
産
支
援

杉谷伸夫議員

議
会
の
う
ご
き

４
月

17
日	

近
畿
市
議
会
議
長
会
（
※
書
面
開
催
）

21
日	

乙
訓
市
町
議
会
議
長
会
（
※
書
面
開
催
）

22
日	

議
会
運
営
委
員
会

５
月

11
日	
議
会
運
営
委
員
会

18
日	
議
会
運
営
委
員
会

21
日	

京
都
府
市
議
会
議
長
会
（
※
書
面
開
催
）

22
日	

山
城
地
区
議
長
連
絡
協
議
会
（
※
書
面
開
催
）

25
日	

本
会
議　

第
１
日
（
第
２
回
定
例
会
）

	

議
員
全
員
協
議
会
（
書
面
開
催
）

	

議
員
互
助
会
総
会
（
書
面
開
催
）

	

国
際
交
流
促
進
議
会
議
員
連
盟
総
会
（
書
面
開
催
）

	

歴
史
ま
ち
づ
く
り
促
進
議
会
議
員
連
盟
総
会

	�


（
書
面
開
催
）

	

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

27
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
（
※
書
面
開
催
）

29
日　

近
畿
市
議
会
議
長
会
（
※
書
面
開
催
）

６
月

４
日	

議
会
運
営
委
員
会

５
日	

本
会
議　

第
２
日
（
一
般
質
問
）

11
日	

厚
生
常
任
委
員
会

12
日	

建
設
環
境
常
任
委
員
会

15
日	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

17
日	

議
会
運
営
委
員
会

18
日	

本
会
議　

最
終
日

24
日	

乙
訓
環
境
衛
生
組
合
議
会

25
日	

乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会

26
日	

乙
訓
消
防
組
合
議
会

30
日	

全
国
市
議
会
議
長
会
（
東
京
都
）

　

※�

の
書
面
開
催
は
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
日
程
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。

８月25日（火） 本会議（提出議案等の説明）

９月 ３日（木） 本会議（一般質問）

４日（金） 本会議（一般質問）

７日（月） 本会議（予備日）

９日（水） 厚生常任委員会

10日（木） 建設環境常任委員会

11日（金） 総務文教常任委員会

17日（木） 本会議（議案等の討論・採決）

　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。
　なお、議案の内容は本会議初日の翌日にホームページ
に公開されます。お問い合わせは議会事務局まで。
　議会事務局　931−1111（内線318）

第３回定例会の
予定

そ
の
他
の
一
般
質
問

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
行
政
改
革
の

弊
害
に
つ
い
て

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

・
休
校
期
間
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
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請願の処理経過及び結果について（報告）
　令和元年第４回定例会で採択され、市長に報告を求めていた請願について、次のとおり
報告がありましたので、お知らせします。

　私立幼稚園の保護者に対する助成につきましては、厳しい財政状況の中ではありますが、従
来から幼児教育を振興するため、保護者の経済的負担の軽減に努めてきたところであります。
　そのような中、令和元年10月から幼児教育・保育の無償化が実施され、私立幼稚園就園奨励
費補助金が廃止されたところであります。合わせて、本市の施策である私立幼稚園教材費補助
金につきましても廃止する予定でありますが、経済的理由により入園が困難な幼児の保護者に
対し、新たに（仮称）私立幼稚園入園補助金制度を設け、保護者負担の軽減を図っていく予定
であります。
　また、私立幼稚園への環境・設備充実のための助成につきましては、幼児教育・保育の無償
化の実施にあわせ、一層の幼児教育の振興を図るため、待機児童対策を促進する観点からご協
力いただける幼稚園に対し、１園当たり９万円を新たに交付する予定であります。
　２歳児への幼児教育を行う幼稚園への補助金に関しましては、待機児童対策として、保護者
の就労等の理由により、保育が必要な２歳児の子ども（３号認定子ども）の一時預かりにつき
まして、幼稚園への補助事業を今年度から実施する予定としております。
　幼児教育を支える療育状況の改善に関しましては、京都府立向日が丘支援学校の改築につき
まして、本年１月22日に「京都府立向日が丘支援学校改築基本構想」が京都府教育委員会から
示されたところです。
　基本構想においては、「支援学校と共生型福祉施設が一つの施設として機能し、生涯にわたる
切れ目ない総合的な支援」を基本方針の一つとされています。
　さらに、今回の改築を「教育と福祉の役割を踏まえつつ総合的な支援体制を構築できる機
会」と位置付け、整備に際しては、「長岡京市共生型福祉施設等と連携した整備」を方針として
掲げられているところです。
　就学前の療育を必要とする子供たちへの支援については、本市としてもさらなる充足が必要
と認識していることから、府及び圏域の市町と協調して対応していきたいと考えております。
��今後におきましても、幼児教育振興助成に努めてまいります。

　「京都子育て支援医療費助成制度」の更なる拡充につきましては、全国的にも医療資源が極
めて充実した京都・乙訓医療圏において、本市財政をひっ迫させ、他の施策の実施に多大な影
響を及ぼすようなことがないよう、制度拡充による医療費への波及効果について十分注意しな
がら、慎重に進めていく必要があるものと考えています。
　このため、令和元年９月から実施している拡充部分について、当初の見込と実績について検
証を行っているところです。

請願第４号
　私立幼稚園幼児教育振興助成に関する請願

請願第５号
　子どもの医療費助成を速やかに中学校卒業まで無料にすることを求める請願
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高
松
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
高
齢
者
見
守
り
シ

ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
の
実

証
実
験
を
、
官
民
学
共
同
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ル
ト

型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
着

装
に
よ
り
、
バ
イ
タ
ル
（
呼

吸
・
心
拍
）、
位
置
情
報

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
や
加
速
度
情
報

を
収
集
し
、
高
齢
者
の
転
倒

や
徘
徊
等
の
異
常
発
生
時
に

家
族
、
民
生
委
員
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
に
通
知
す
る

こ
と
で
見
守
り
体
制
を
整
備

・
強
化
す
る
も
の
で
し
た
。

　

明
石
市
で
は
、
子
育
て

施
策
の
充
実
に
よ
り
、
人
口
や
税
収
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
が
増
し
、
街
の
魅

力
が
向
上
す
る
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。
保
育
士
確
保
に
つ
い

て
は
、
給
与
等
の
処
遇
改
善
の
実
施
、
定
着
支
援
金
の
充
実
な
ど
の
施
策

他
、
保
育
士
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
保
育
士
の
就
職
・
復

職
支
援
（
無
料
職
業
紹
介
事
業
）
を
行
い
、
安
定
的
な
人
材
確
保
に
繋
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　

厚
木
市
で
は
、
シ
テ
ィ
・
セ
ー
ル
ス
の
展
開
方
法
と
し
て
、「
訪
れ
た
い

ま
ち
」「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」「
夢
を
育
む
ま
ち
」「
協
働
の

ま
ち
」
を
目
指
し
た
四
つ
の
戦
略
の
も
と
、
百
以
上
の
事
業
展
開
を
全
庁

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
民
、
企
業
、
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化

さ
れ
、「
ま
ち
」
の
魅
力
を
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、「
あ
ゆ
コ
ロ

ち
ゃ
ん
」
や
「
あ
つ
ぎ
食
ブ
ラ
ン
ド
」
な
ど
を
効
果
的
に
活
用
し
、「
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
」
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
積
極
的

な
広
報
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

狛
江
市
で
は
、
教
育
広
報
紙
を

種
々
の
連
絡
事
項
な
ど
を
掲
載
す

る
内
容
か
ら
、
市
民
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
新
た
な
教

育
広
報
紙
『
ガ
ク
☆
チ
キ
』
の
発
行

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
効
果

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
校
（
ガ
ク
）
と
地
域

（
チ
キ
）
を
つ
な
ぐ
教
育
広
報
紙
と

し
て
、
年
２
回
、
約
３
万
部
を
発
行

さ
れ
、
駅
や
公
共
施
設
等
に
配
架
し

て
も
、
す
ぐ
に
無
く
な
る
ほ
ど
好
評

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

総務文教常任委員会（厚木市）

厚生常任委員会（明石市）

１
月
14
日　
神
奈
川
県
厚
木
市

「
シ
テ
ィ・セ
ー
ル
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

１
月
15
日　
東
京
都
狛
江
市

「
教
育
広
報
紙『
ガ
ク
☆
チ
キ
』の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
」

１
月
29
日　
香
川
県
高
松
市

「
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

１
月
30
日　
兵
庫
県
明
石
市

「
待
機
児
童
対
策
と
し
て
の
保
育
士
確
保
に
つ
い
て
」

所管事務
調査報告
　議会は本会議や委員会で議案などの審議を行うだけでなく、他都市の状況を調査することでより見識
を深め、本市の行政に反映できるよう所管事務調査を行っています。
　議員による所管事務調査報告書は市役所１階情報公開コーナーで閲覧できます。
　※５月１日号で掲載できなかった所管事務調査報告です。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総務文教常任委員会・厚生常任委員会
所管事務調査（行政視察）報告



議 決 結 果 一 覧
令和２年第２回定例会

○＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席、除＝除斥　※議長（天野）は、可否同数以外は採決に加わりません。

番号 件　　名 議決
結果

日本共産党議員団 令和自民
クラブ

公明党
議員団

MUKO
クラブ

令和新政
クラブ 無会派

丹
野
北
林
山
田
常
盤
佐
藤
米
重
天
野
松
本
石
田
永
井
福
田
冨
安
長
尾
太
田
和
島
上
田
小
野
杉
谷
飛
鳥
井
村
田

賛否が分かれた（除斥含む）議案等

議案
38

専決処分の承認を求めることについ
て（令和元年度向日市一般会計補正
予算（第７号））

原案
可決 × × × × × × − 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
60

向日市長及び副市長の給与に関する
条例の一部改正について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議案
64

向日市観光交流センターの指定管理
者の指定について

原案
可決 × × × × × × − 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

意見書
２

検察庁の政治的独立性と中立性を求
める意見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 欠 × × × × × ○ ○ × × ○ ○ ×

全会一致（全議員賛成）

議案30 自治功労表彰について（谷　明憲氏） 同意

議案31 専決処分の承認を求めることについて（向日市税条例等の一部を改正する条例） 承認

議案32 専決処分の承認を求めることについて（向日市介護保険条例の一部を改正する条例） 承認

議案33 専決処分の承認を求めることについて（向日市感染症対策推進基金条例） 承認

議案34 専決処分の承認を求めることについて（向日市税条例及び向日市都市計画税条例の一部を
改正する条例） 承認

議案35 専決処分の承認を求めることについて（向日市国民健康保険条例の一部を改正する条例） 承認

議案36 専決処分の承認を求めることについて（向日市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正
する条例） 承認

議案37 専決処分の承認を求めることについて（向日市介護保険条例の一部を改正する条例） 承認

議案39 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度向日市介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）） 承認

議案40 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度向日市下水道事業特別会計補正予算
（第３号）） 承認

議案41 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度向日市一般会計補正予算（第１号）） 承認

議案42 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度向日市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号）） 承認

議案43 農業委員会委員の任命について（生嶋　弘氏） 同意

議案44 農業委員会委員の任命について（植田　勝氏） 同意
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全会一致（全議員賛成）

議案45 農業委員会委員の任命について（岡田　武氏） 同意

議案46 農業委員会委員の任命について（清水　まさ江氏） 同意

議案47 農業委員会委員の任命について（長谷川　佳代子氏） 同意

議案48 農業委員会委員の任命について（廣田　文昭氏） 同意

議案49 農業委員会委員の任命について（安井　明義氏） 同意

議案50 農業委員会委員の任命について（木村　作彦氏） 同意

議案51 農業委員会委員の任命について（香本　和也氏） 同意

議案52 農業委員会委員の任命について（齋藤　亘氏） 同意

議案53 農業委員会委員の任命について（清水　庄吾氏） 同意

議案54 農業委員会委員の任命について（清水　達夫氏） 同意

議案55 農業委員会委員の任命について（藤田　淳一氏） 同意

議案56 農業委員会委員の任命について（安田　久一氏） 同意

議案57 農業委員会委員の任命について（山本　五司氏） 同意

議案58 農業委員会委員の任命について（吉田　知史氏） 同意

議案59 物集女財産区管理委員の選任について（早川　清和氏） 同意

議案61 向日市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて 原案可決

議案62 向日市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 原案可決

議案63 令和２年度向日市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案65 令和２年度向日市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

決議２ 新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言解除後の取り組みに関する決議 原案可決

※議案等の内容は、向日市議会ホームページ「議案・議決結果」で公開しています。
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６
月
定
例
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緊
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事
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宣
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、
困
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な
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活
に
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拡
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に
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め
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な
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会
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し
ま
し
た
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
に
向
か

っ
て
い
て
も
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
課
題
に
議
員
全
員
が
し
っ
か
り
と
向

き
合
い
、
解
決
に
努
め
、
次
の
議
会
だ
よ
り

発
行
時
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
っ

て
い
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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会
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定 例 会 の 流 れ

本会議
（第１日）

本会議
（最終日）

本会議
（第２日）
（第３日）
（予備日）

開 　 会… 議員が議場に参集し、議長
が開会を宣言する。

会期の決定… 定例会の期間を、議長が会
議に諮って決める。

提 案 説 明… 市長が議案について提案説明
を行い、それに対し議員が質
疑し、理事者が答弁する。

議案は、質疑応答の後、さらに詳細に専門
的に審査するため、所管の常任委員会に付
託する。

請 　 願… 市民から提出された請願を
上程、所管の常任委員会に
付託する。

一 般 質 問… 議員が、議案に関係のない
市の行政全般について、市
長その他の執行機関に対し
見解を述べ、疑義をただす。

委員長報告… 各常任委員長から、付託さ
れた議案等の審査の概要と
結果を報告し、それに対す
る質疑応答を行う。

討 　 論… 議員が、議案等に対して賛
成又は反対の意見を述べる。

表 　 決… 議員が、議案等に対し賛否
の意思を表明する。（特別な
ものを除き、出席議員の過
半数で決定する。）

閉 　 会… 議案等の審議をすべて終わ
り、議長が閉会を宣言する。

付託された議案及び請願について審査する
ため、３つの常任委員会が各々開催され
る。

委員会付託

常
任
委
員
会
審
査

総 務 文 教
常任委員会

厚　　　生
常任委員会

建 設 環 境
常任委員会


